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主定理� �
有限グラフ Gから生起する配置 AG のトーリックイデアル IG に属する任意の二項式 fΓ と対応する閉路

Γについて以下が成り立つ。

fΓ は原始的だがサーキットではない二項式であるとき、Γは

(C1, C
′
3, C2, C

′′
3 )

の形で表される閉路になる。

ただし、C1 の始点と C ′
3 の始点と C ′′

3 の終点、C ′
3 の終点と C ′′

3 の始点と C2 の始点はそれぞれ一致し、

C1 = (ei1 , . . . , ei2p−1), C2 = (ej1 , . . . , ej2q−1) はそれぞれ長さが奇数の閉路、C3 = (ek1 , . . . , ek2r ) は長

さが偶数の閉路、C ′
3 = (ek1 . . . . , eks), C

′′
3 = (eks+1 , . . . , ek2r )はそれぞれ C3 に含まれる路とする。� �

定義 1 (閉路と二項式の対応付け)

Γ = (ep1 , . . . , ep2q )を G上の長さが偶数の閉路とする。このとき、

fΓ
(+) =

∏q
k=1 xp2k−1

, fΓ
(−) =

∏q
k=1 xp2k

と定め、Γに対応する二項式を

fΓ = fΓ
(+) − fΓ

(−)

と定める。

命題 2 ( [2])

配置 A に対し CA,UA, GrA をそれぞれサーキット全体の集合、universal Gröbner basis、Graver basis と

する。

CA ⊂ UA ⊂ GrA

が成り立つ。

次に、主定理の例を示しておく。
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Γ = (ei1 , ei2 , ei3 , ek1 , ek2 , ej1 , ej2 , ej3 , ej4 , ej5 , ej6 , ej1 , ek3 , ek4)

命題 3

有限グラフ G をとる。G に含まれる極小偶サイクル C = (e1, . . . e2p) に対して以下のような路を定める。

Γi = (ei1 , . . . ei2si−1
) ただし、ei と ei+1 と ei1、ei+1 と ei+2 と ei2si−1

が頂点を共有しているとする。この

とき、

Γ = (e1,Γ1, . . . , e2p,Γ2p)

に対応する二項式 fΓ は原始的だが universal Gröbner basisの元ではない。

以下に例を示す。
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C = (e1, e2, e3, e4)

Γ = (e1, e11 , e12 , e13 , e2, e21 , e22 , e23 , e3, e31 , e32 , e33 , e4, e41 , e42 , e43)
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